
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】腹膜機能を診断するための新たなマーカーなら

びにその分析方法を提供する。

【解決手段】ロイシンリッチα２グリコプロテイン、フ

ィブリノーゲンガンマ、Ｃ４ａおよびアルブミン前駆体

からなる群から選択された少なくとも一つのタンパク質

を腹膜機能のマーカーとし、腹膜透析により得られる透

析排液中に含まれる前記マーカーを定性または定量する

。この結果から、腹膜機能を評価することができる。前

記マーカーを定性または定量する方法が、免疫学的手法

および電気泳動法の少なくとも一方を用いた方法である

。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 腹 膜 機 能 の 診 断 の た め の マ ー カ ー で あ っ て 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 、 フ
ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く
と も 一 つ の タ ン パ ク 質 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 腹 膜 機 能 マ ー カ ー 。
【 請 求 項 ２ 】
　 腹 膜 透 過 能 が 相 対 的 に 高 い こ と を 示 す マ ー カ ー が 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ
ン で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー 。
【 請 求 項 ３ 】
　 腹 膜 透 過 能 が 相 対 的 に 低 い こ と を 示 す マ ー カ ー が 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お
よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の タ ン パ ク 質 で あ る 、 請
求 項 １ 記 載 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー 。
【 請 求 項 ４ 】
　 腹 膜 機 能 マ ー カ ー の 分 析 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 マ ー カ ー が 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の マ ー カ ー で あ り 、
　 腹 膜 透 析 の 排 液 に 含 ま れ る 前 記 マ ー カ ー を 定 性 ま た は 定 量 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と
す る 、 腹 膜 機 能 マ ー カ ー の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 マ ー カ ー を 定 性 ま た は 定 量 す る 方 法 が 、 免 疫 学 的 手 法 お よ び 電 気 泳 動 法 の 少 な く と
も 一 方 を 用 い た 方 法 で あ る 、 請 求 項 ４ 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 腹 膜 透 析 の 排 液 が 、 腹 膜 透 析 の 開 始 か ら ８ ～ １ ２ 時 間 で 回 収 さ れ た 排 液 で あ る 、 請
求 項 ４ ま た は ５ 記 載 の 分 析 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、 下 記 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ）
工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 危 険 度 決 定 方 法 。
（ Ａ ） 　 請 求 項 ４ か ら ６ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 分 析 方 法 に よ っ て 、 被 検 体 の 腹 膜 透 析 排
液 に 含 ま れ る 請 求 項 １ 記 載 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー を 測 定 す る 工 程
（ Ｂ ） 　 腹 膜 機 能 が 既 知 で あ る 患 者 の 腹 膜 透 析 排 液 に 含 ま れ る 請 求 項 １ 記 載 の 腹 膜 機 能 マ
ー カ ー の 測 定 値 を 基 準 値 と し て 、 前 記 基 準 値 と 前 記 （ Ａ ） 工 程 に お け る 被 検 体 の 測 定 値 と
を 比 較 し 、 前 記 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 工 程
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 （ Ｂ ） 工 程 に お け る 基 準 値 が 、 腹 膜 平 衡 試 験 の カ テ ゴ リ ー が 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ
　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 、 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ お よ び Ｌ ｏ ｗ か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な
く と も 一 つ で あ る 患 者 の 測 定 値 で あ る 、 請 求 項 ７ 記 載 の 危 険 度 決 定 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 腹 膜 機 能 を 診 断 す る た め の 指 標 と な る マ ー カ ー 、 そ の 分 析 方 法 お よ び そ の 用
途 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 腎 不 全 の 療 法 で あ る 腹 膜 透 析 を 長 期 に わ た っ て 行 っ た 場 合 、 そ の 刺 激 に よ っ て 患 者 の 腹
膜 の 機 能 が 低 下 す る 傾 向 に あ る こ と が 知 ら れ て い る 。 そ し て 、 こ れ が 原 因 と な っ て 腹 膜 透
過 能 が 亢 進 し 、 結 果 と し て 透 析 の 効 果 が 低 下 す る と 共 に 、 被 嚢 性 腹 膜 硬 化 症 （ Ｅ Ｐ Ｓ ） を
発 症 す る 危 険 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 透 析 医 療 の 分 野 に お い て は 、 透 析 患 者 の 腹 膜 機 能 の 低 下 を 早 期 に 診 断 す る 必 要
が あ り 、 現 在 、 腹 膜 機 能 の 検 査 方 法 と し て Ｐ Ｅ Ｔ （ 腹 膜 平 衡 試 験 ： Peritoneal　 Equilibr
ation　 Test） が 採 用 さ れ て い る （ 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。 Ｐ Ｅ Ｔ は 、 患 者 の 腹 膜 に 透 析 液
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を 貯 留 し 、 貯 留 期 間 に お け る 透 析 液 （ す な わ ち 貯 留 期 間 後 の 透 析 排 液 ） 中 お よ び 血 液 中 の
ク レ ア チ ニ ン 濃 度 や ブ ド ウ 糖 濃 度 の 変 動 を 測 定 し て 腹 膜 の 老 廃 物 除 去 能 や 除 水 能 を 評 価 し
、 こ の 評 価 結 果 か ら 腹 膜 機 能 を 分 類 す る 方 法 で あ る 。 な お 、 ク レ ア チ ニ ン 濃 度 の 変 動 は 老
廃 物 除 去 能 の 指 標 と な り 、 ブ ド ウ 糖 濃 度 の 変 動 は 除 水 能 の 指 標 と な る 。 ク レ ア チ ニ ン 濃 度
の 変 動 は 、 透 析 治 療 中 の 任 意 時 間 に お け る 透 析 液 中 ク レ ア チ ニ ン 濃 度 （ Ｄ ） と 血 液 中 ク レ
ア チ ニ ン 濃 度 （ Ｐ ） と の 比 で あ る 「 Ｄ ／ Ｐ ク レ ア チ ニ ン 」 の 値 、 グ ル コ ー ス 濃 度 の 変 動 は
、 任 意 の 時 間 の 透 析 液 中 の グ ル コ ー ス 濃 度 と 注 液 直 後 の 透 析 液 中 の グ ル コ ー ス 濃 度 と の 比
「 Ｄ ／ Ｄ ０ 」 の 値 に よ っ て そ れ ぞ れ 評 価 さ れ る 。 Ｄ ／ Ｐ ク レ ア チ ニ ン な ら び に Ｄ ／ Ｄ ０ と
Ｐ Ｅ Ｔ の 各 カ テ ゴ リ ー と の 関 係 は 、 例 え ば 、 非 特 許 文 献 ２ に 開 示 さ れ て お り 、 例 え ば 、 Ｄ
／ Ｐ ク レ ア チ ニ ン に つ い て 、 値 の 高 い 方 、 す な わ ち 、 透 過 能 の 高 い 方 か ら 、 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」
、 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 、 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 お よ び 「 Ｌ ｏ ｗ 」 と い う
４ つ の カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ て い る 。 そ こ で 、 透 析 患 者 の Ｄ ／ Ｐ ク レ ア チ ニ ン や Ｄ ／ Ｄ ０
を 測 定 し 、 Ｐ Ｅ Ｔ に よ る ４ つ の カ テ ゴ リ ー へ の 分 類 を 行 い 、 そ の 分 類 結 果 に 応 じ て 、 透 析
液 の 浸 透 圧 の 調 整 、 透 析 頻 度 、 血 液 透 析 と の 併 用 や 血 液 透 析 へ の 移 行 等 を 決 定 す る こ と に
よ り 、 例 え ば 、 前 述 の よ う な 合 併 症 の 併 発 防 止 に 役 立 て て い る 。 な お 、 Ｐ Ｅ Ｔ の ４ つ の カ
テ ゴ リ ー を よ り 詳 細 に 説 明 す る と 、 透 過 能 が 高 い 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 は 、 相 対 的 に 老 廃 物 除 去 能
が 高 く 除 水 能 が 低 く 、 透 過 能 が や や 高 い 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 は 、 相 対 的 に 老 廃
物 除 去 能 が 普 通 で あ り 除 水 能 が や や 低 く 、 透 過 能 が や や 低 い 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」
は 、 相 対 的 に 老 廃 物 除 去 能 が や や 低 く 除 水 能 が 普 通 で あ り 、 透 過 能 が 低 い 「 Ｌ ｏ ｗ 」 は 、
相 対 的 に 老 廃 物 除 去 能 が 低 く 除 水 能 が 高 い と い う 評 価 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の Ｐ Ｅ Ｔ は 、 透 析 開 始 後 、 数 回 に わ た っ て （ 例 え ば 、 開 始 後 ０ 時 間 、
２ 時 間 お よ び ４ 時 間 ） 透 析 液 を 排 液 さ せ る こ と が 必 要 で あ り 、 そ れ だ け で な く 、 さ ら に 、
血 液 の 採 取 も 必 要 と な る 。 こ の た め 、 患 者 は 、 所 定 時 間 ご と に お け る 排 液 回 収 の た め に 長
時 間 拘 束 さ れ 、 さ ら に 、 採 血 の 苦 痛 を 伴 い 、 患 者 お よ び 医 師 の 双 方 に 労 力 が か か る と い う
問 題 が あ る 。 ま た 、 オ リ ジ ナ ル Ｐ Ｅ Ｔ 法 を 簡 易 化 し た ｆ ａ ｓ ｔ 　 Ｐ Ｅ Ｔ 法 で あ っ て も 、 患
者 が 透 析 液 回 収 の た め に 拘 束 さ れ る 時 間 は 同 じ で あ り 、 ま た 、 少 な く と も 経 時 的 に 排 液 さ
せ た 透 析 液 ３ 種 類 お よ び 血 液 の 合 計 ４ 種 類 に つ い て 、 グ ル コ ー ス 濃 度 や ク レ ア チ ニ ン 濃 度
を 測 定 す る 必 要 が あ る た め 、 測 定 自 体 に 手 間 も か か る 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Twardowski ZJ, et al. Peritoneal equilibration test. Perit Dial 
Bull1987; 7: 138-47.
【 非 特 許 文 献 ２ 】 「 よ く わ か る 腹 膜 透 析 の 基 礎 」 、 東 京 医 学 社 、 山 下 明 泰 、 発 行 年 月 日 １
９ ９ ８ 年 １ ０ 月 １ 日
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 新 た な 腹 膜 機 能 の 診 断 方 法 を 提 供 す る た め の 、 腹 膜 機 能 （ 腹
膜 の 透 過 能 ） の 新 た な マ ー カ ー 、 な ら び に そ の 分 析 方 法 の 提 供 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー は 、 腹 膜 機 能 の 診 断 の た め の マ ー カ ー で あ っ て 、 ロ イ シ ン リ
ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の タ ン パ ク 質 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 分 析 方 法 は 、 腹 膜 機 能 マ ー カ ー の 分 析 方 法 で あ っ て 、 前 記 マ ー カ ー が 、
本 発 明 の マ ー カ ー で あ り 、 腹 膜 透 析 の 排 液 に 含 ま れ る 前 記 マ ー カ ー を 定 性 ま た は 定 量 す る
工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、 下 記 （ Ａ ） お よ び （ Ｂ ）
工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
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（ Ａ ） 　 本 発 明 の 分 析 方 法 に よ っ て 、 被 検 体 の 腹 膜 透 析 排 液 に 含 ま れ る 本 発 明 の 腹 膜 機 能
マ ー カ ー を 測 定 す る 工 程
（ Ｂ ） 　 腹 膜 機 能 が 既 知 で あ る 患 者 の 腹 膜 透 析 排 液 に 含 ま れ る 本 発 明 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー
の 測 定 値 を 基 準 値 と し て 、 前 記 基 準 値 と 前 記 （ Ａ ） 工 程 に お け る 被 検 体 の 測 定 値 と を 比 較
し 、 前 記 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 工 程
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 鋭 意 研 究 の 結 果 、 腹 膜 透 析 患 者 の 腹 膜 機 能 （ 腹 膜 透 過 能 ） に 依 存 し て 、
腹 膜 透 析 排 液 に お い て あ る 一 群 の タ ン パ ク 質 の 含 有 量 が 変 動 す る こ と を 見 出 し た 。 す な わ
ち 、 腹 膜 透 過 能 が 高 い 患 者 と 腹 膜 透 過 能 が 低 い 患 者 の 腹 膜 透 析 排 液 に お い て 、 ロ イ シ ン リ
ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 の
計 ４ 種 類 の タ ン パ ク 質 に つ い て 、 含 有 量 の 変 動 が 見 ら れ た 。 こ の た め 、 こ れ ら の タ ン パ ク
質 を 腹 膜 機 能 の 指 標 と し て 、 腹 膜 透 析 に よ り 得 ら れ る 透 析 排 液 に お け る 有 無 や 濃 度 を 定 性
・ 定 量 す れ ば 、 こ の 結 果 に 基 づ い て 腹 膜 透 析 患 者 の 腹 膜 機 能 を 診 断 で き る 。 し た が っ て 、
本 発 明 の マ ー カ ー や そ の 分 析 方 法 を 腹 膜 機 能 の 検 査 に 利 用 す れ ば 、 新 た な 診 断 方 法 の 提 供
に つ な が る 。 ま た 、 従 来 か ら 広 く 採 用 さ れ て い る Ｐ Ｅ Ｔ は 、 前 述 の よ う に 透 析 排 液 と 血 液
の 両 方 を 試 料 と し て 採 取 す る 必 要 が あ る が 、 本 発 明 の 分 析 方 法 を 利 用 す れ ば 透 析 排 液 を 採
取 す る の み で 足 り る た め 、 患 者 の 苦 痛 も 低 減 で き る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 分 析 方 法 を 利 用 し
た 場 合 、 腹 膜 機 能 の 検 査 に 使 用 す る 試 料 は 一 種 類 の 透 析 排 液 で 足 り る た め 、 複 数 の 検 査 試
料 の 採 取 が 必 要 で あ り 且 つ 検 査 項 目 も 複 数 で あ る Ｐ Ｅ Ｔ よ り も 、 操 作 自 体 が 簡 便 と な る 。
し た が っ て 、 本 発 明 を 利 用 す れ ば 、 患 者 お よ び 医 師 の 双 方 の 労 力 を 低 減 し て 、 腹 膜 機 能 の
検 査 を 簡 便 に 行 う こ と が で き る
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の マ ー カ ー は 、 前 述 の よ う に 、 腹 膜 機 能 の 診 断 の た め の マ ー カ ー で あ っ て 、 ロ イ
シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前
駆 体 か ら な る 群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の タ ン パ ク 質 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ れ ら ４ 種 類 の マ ー カ ー の う ち 、 腹 膜 透 過 能 が 相 対 的 に 高 い こ と を 示 す タ ン パ ク 質 は 、
ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン で あ り 、 腹 膜 透 過 能 が 相 対 的 に 低 い こ と を 示 す タ ン
パ ク 質 は 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 で あ る 。 具 体 的 に は
、 透 過 能 が 相 対 的 に 高 い 場 合 に は 、 透 過 能 が 相 対 的 に 低 い 排 液 と 比 べ て 、 例 え ば 、 透 析 排
液 中 の ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 濃 度 は 高 く な り 、 他 の ３ 種 の タ ン パ ク 質 濃 度
は そ れ ぞ れ 低 く な り 、 透 過 能 が 相 対 的 に 低 い 場 合 に は 、 透 過 能 が 相 対 的 に 高 い 排 液 と 比 べ
て 、 例 え ば 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン の 排 液 中 の 濃 度 は 低 く な り 、 他 の ３ 種
の タ ン パ ク 質 濃 度 は そ れ ぞ れ 高 く な る 。 し た が っ て 、 後 述 す る よ う に 、 透 析 排 液 に お け る
こ れ ら の タ ン パ ク 質 の 定 性 も し く は 定 量 に よ っ て 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン
が 存 在 し ま た は 相 対 的 に 高 い 濃 度 で あ れ ば 、 相 対 的 に 腹 膜 透 過 能 が 高 い と 判 断 で き 、 フ ィ
ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 が 存 在 ま た は 相 対 的 に 高 い 濃 度 で あ
れ ば 、 相 対 的 に 腹 膜 透 過 能 が 低 い と 判 断 で き る 。 な お 、 具 体 的 な 判 断 方 法 に つ い て は 後 述
す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 分 析 方 法 は 、 前 述 の よ う に 、 腹 膜 機 能 マ ー カ ー の 分 析 方 法 で あ っ て 、
前 記 マ ー カ ー が 、 本 発 明 の マ ー カ ー で あ り 、 腹 膜 透 析 の 排 液 に 含 ま れ る 前 記 マ ー カ ー を 定
性 ま た は 定 量 す る 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 分 析 方 法 に お い て は 、 い ず れ か 一 種
類 の マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の み を 定 性 ま た は 定 量 し て も よ い が 、 よ り 詳 細 に 分 析 す る た め に
、 腹 膜 透 過 能 が 相 対 的 に 高 い こ と を 示 す ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン と 、 腹 膜 透
過 能 が 相 対 的 に 低 い こ と を 示 す フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体
の い ず れ か １ 種 （ も し く は ２ 種 以 上 ） と を 定 性 ま た は 定 量 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】

10

20

30

40

50

(4) JP 2007-132927 A 2007.5.31



　 以 下 に 、 本 発 明 の 分 析 方 法 の 一 例 を 示 す が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま ず 、 患 者 の 腹 膜 に 貯 留 し て い る 透 析 液 を 排 液 さ せ る 。 貯 留 の 時 間 は 、 特 に 制 限 さ れ な
い が 、 患 者 間 や 分 析 毎 の 条 件 を 一 定 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 例 と し て は 、 例 え ば 、 予
め 腹 腔 に ２ ～ １ ２ 時 間 貯 留 し た 透 析 液 を 排 液 し た も の を 分 析 試 料 と し 、 好 ま し く は ８ ～ １
２ 時 間 貯 留 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 続 い て 、 得 ら れ た 分 析 試 料 に お け る 本 発 明 の マ ー カ ー の 定 性 ま た は 定 量 を 行 う 。 定 性 方
法 お よ び 定 量 方 法 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 免 疫 学 的 手 法 、 一 次 元 電 気 泳 動 や 二 次 元 電 気 泳 動
等 の 各 種 電 気 泳 動 法 等 が あ げ ら れ る 。 前 記 免 疫 学 的 手 法 と し て は 、 抗 原 抗 体 反 応 を 利 用 す
る 従 来 公 知 の 方 法 が あ げ ら れ 、 例 え ば 、 Ｅ Ｌ Ｉ Ｓ Ａ （ Ｅ ｎ ｚ ｙ ｍ ｅ － Ｌ ｉ ｎ ｋ ｅ ｄ 　 Ｉ ｍ
ｍ ｕ ｎ ｏ 　 Ｓ ｏ ｒ ｂ ｅ ｎ ｔ 　 Ａ ｓ ｓ ａ ｙ ） 法 、 ウ エ ス タ ン ブ ロ ッ テ ィ ン グ 法 等 が 採 用 で き
る 。 ま た 、 前 記 電 気 泳 動 法 の 中 で も 二 次 元 電 気 泳 動 法 に よ れ ば 、 １ 回 の 電 気 泳 動 （ 一 次 元
お よ び 二 次 元 の 電 気 泳 動 ） に よ っ て 、 全 て の マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の 分 離 が 可 能 で あ る た め
、 泳 動 後 の ゲ ル に お け る マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の ス ポ ッ ト の 有 無 や 、 前 記 ス ポ ッ ト の 濃 淡 か
ら 、 一 度 に 全 て マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の 定 性 ま た は 定 量 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 定 性 ま
た は 定 量 に よ る マ ー カ ー の 分 析 結 果 は 、 例 え ば 、 予 め 作 成 し た 検 量 線 に よ り タ ン パ ク 質 量
と し て 算 出 し て も よ い し 、 ス ポ ッ ト の 濃 淡 を 数 値 化 し て も よ く 、 特 に 制 限 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 分 析 方 法 を 用 い た 腹 膜 機 能 の 検 査 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の マ ー カ ー は 、 後 述 す る 実 施 例 に も 示 す よ う に 、 Ｐ Ｅ Ｔ に よ り 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 、 「
Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 、 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 お よ び 「 Ｌ ｏ ｗ 」 に 分 類 さ れ
た 患 者 の 透 析 排 液 に つ い て 研 究 し た 結 果 、 Ｐ Ｅ Ｔ の カ テ ゴ リ ー に 応 じ て 、 そ の 有 無 や 濃 度
に 変 動 が 生 じ る こ と を 発 明 者 が 見 出 し た こ と に よ っ て 特 定 さ れ た タ ン パ ク 質 で あ る 。 し た
が っ て 、 前 述 の 本 発 明 の 分 析 方 法 に よ っ て 、 透 析 排 液 に お け る 腹 膜 機 能 マ ー カ ー を 定 性 ま
た は 定 量 す れ ば 、 例 え ば 、 そ の 分 析 結 果 か ら 患 者 の Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー を 決 定 で き る 。 つ ま
り 、 Ｐ Ｅ Ｔ と は 異 な る 方 法 に よ っ て 透 析 排 液 の み を 分 析 す る こ と に よ っ て 、 い ず れ の Ｐ Ｅ
Ｔ カ テ ゴ リ ー に 相 当 す る か を 評 価 で き る 。 ま た 、 Ｐ Ｅ Ｔ は 、 ４ 種 類 の カ テ ゴ リ ー に 分 類 す
る に と ど ま る が 、 本 発 明 の 分 析 方 法 に よ り マ ー カ ー を 定 量 す れ ば 、 同 じ カ テ ゴ リ ー に 分 類
さ れ る 患 者 で あ っ て も 、 よ り 詳 細 に 透 過 能 の 高 低 を 評 価 す る こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 に 、 腹 膜 機 能 の 検 査 方 法 の 一 例 を 示 す 。 な お 、 本 発 明 の 分 析 方 法 を 使 用 し 、 本 発 明
の マ ー カ ー を 指 標 と す る 以 外 は 、 以 下 の 内 容 に は 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ 第 １ 形 態 ）
　 検 査 対 象 の 排 液 試 料 に つ い て 二 次 元 電 気 泳 動 を 行 い 、 泳 動 後 の ゲ ル を 染 色 す る 。 二 次 元
電 気 泳 動 の 条 件 や 、 電 気 泳 動 に 供 す る 試 料 の 全 タ ン パ ク 質 量 等 は 、 試 料 間 で 一 定 に す る こ
と が 好 ま し い 。 染 色 方 法 は 、 特 に 制 限 さ れ ず 、 例 え ば 、 銀 染 色 、 ク ー マ シ ー ブ リ リ ア ン ト
ブ ル ー （ Ｃ Ｂ Ｂ ） 染 色 や 、 Ｓ Ｙ Ｐ Ｒ Ｏ 　 Ｒ ｕ ｂ ｙ 染 色 （ 商 品 名 ） 等 の 蛍 光 染 色 が あ げ ら れ
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ し て 、 染 色 後 の 泳 動 ゲ ル に お け る マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の ス ポ ッ ト を 確 認 す る 。 こ こ で
、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン の ス ポ ッ ト が 濃 い 程 、 透 過 能 が 高 い 患 者 、 す な わ
ち Ｐ Ｅ Ｔ の 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 カ テ ゴ リ ー に 相 当 す る と 判 断 で き 、 他 方 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン
マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 に 対 応 す る ス ポ ッ ト が 濃 い 程 、 透 過 能 が 低 い 患 者 、 す
な わ ち 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 ま た は 「 Ｌ ｏ ｗ 」 カ テ ゴ リ ー に 相 当 す る と 判 断 で き る
。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 （ 第 ２ 形 態 ）
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　 本 発 明 の 分 析 方 法 を 利 用 し て 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー へ の 分 類 を よ り 詳 細 に 行 う に は 、 以 下
の 方 法 を と る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま ず 、 コ ン ト ロ ー ル と し て 、 予 め 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー を 分 類 し た 患 者 の 排 液 、 例 え ば 、
４ つ の Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 排 液 、 ま た は 、 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 カ テ ゴ リ ー お よ び 「 Ｌ ｏ ｗ 」
カ テ ゴ リ ー （ な ら び に 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 カ テ ゴ リ ー ） 」 の 患 者 の 排 液 に つ い て
、 二 次 元 電 気 泳 動 を 行 い 、 泳 動 ゲ ル の 染 色 を 行 う 。 他 方 、 検 査 対 象 の 排 液 試 料 に つ い て 同
様 の 条 件 で 二 次 元 電 気 泳 動 な ら び に ゲ ル 染 色 を 行 う 。 そ し て 、 コ ン ト ロ ー ル の 電 気 泳 動 像
と 検 査 対 象 の 電 気 泳 動 像 と を 照 ら し 合 わ せ 、 マ ー カ ー の ス ポ ッ ト の 有 無 ま た は 染 色 の 濃 淡
を 比 較 す る こ と に よ っ て 、 マ ー カ ー が 同 様 の 挙 動 を 示 し て い る Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー に 属 す る
と 評 価 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 （ 第 ３ 形 態 ）
　 検 査 対 象 の 排 液 試 料 に お け る マ ー カ ー の 濃 度 を 測 定 す る こ と に よ っ て も 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ
リ ー へ の 分 類 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま ず 、 評 価 基 準 と し て 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー を 分 類 し た 患 者 の 排 液 、 例 え ば 、 ４ つ の Ｐ Ｅ
Ｔ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 排 液 、 ま た は 、 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 カ テ ゴ リ ー お よ び 「 Ｌ ｏ ｗ 」 カ テ ゴ リ ー
（ な ら び に 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 カ テ ゴ リ ー ） 」 の 患 者 の 排 液 に つ い て 、 一 定 量 の
全 タ ン パ ク 質 あ た り の 各 マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の 含 有 割 合 を 測 定 す る 。 他 方 、 検 査 対 象 の 排
液 試 料 に つ い て 、 同 様 に し て 一 定 量 の 全 タ ン パ ク 質 あ た り の 各 マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の 含 有
割 合 を 測 定 す る 。 そ し て 、 検 査 対 象 の 排 液 試 料 に お け る 各 マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の 含 有 割 合
と 評 価 基 準 の 結 果 と を 照 ら し 合 わ せ 、 同 程 度 の 含 有 割 合 を 示 す 評 価 基 準 の カ テ ゴ リ ー に 属
す る と 評 価 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 方 法 で あ っ て 、 下 記
（ Ａ ） お よ び （ Ｂ ） 工 程 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 。
（ Ａ ） 　 本 発 明 の 分 析 方 法 に よ っ て 、 被 検 体 の 腹 膜 透 析 排 液 に 含 ま れ る 本 発 明 の 腹 膜 機 能
マ ー カ ー を 測 定 す る 工 程
（ Ｂ ） 　 腹 膜 機 能 が 既 知 で あ る 患 者 の 腹 膜 透 析 排 液 に 含 ま れ る 本 発 明 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー
の 測 定 値 を 基 準 値 と し て 、 前 記 基 準 値 と 前 記 （ Ａ ） 工 程 に お け る 被 検 体 の 測 定 値 と を 比 較
し 、 前 記 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 す る 工 程
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 （ Ｂ ） 工 程 に お け る 基 準 値 は 、 特 に 制 限 さ れ な い が 、 例 え ば 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー が
、 Ｈ ｉ ｇ ｈ 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 、 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ お よ び Ｌ ｏ ｗ か ら な る
群 か ら 選 択 さ れ た 少 な く と も 一 つ の カ テ ゴ リ ー で あ る 患 者 の 測 定 値 で あ る こ と が 好 ま し い
。 具 体 例 と し て は 、 前 述 の 腹 膜 機 能 の 検 査 方 法 で 述 べ た 評 価 基 準 が あ げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 各 カ テ ゴ リ ー を 示 す 本 発 明 の マ ー カ ー の 基 準 値 と 、 被 検 者 の 基 準 値 と を 比
較 す れ ば 、 い ず れ の カ テ ゴ リ ー に 属 す る か 、 ま た 、 い ず れ の カ テ ゴ リ ー に 近 づ い て い る か
を 判 断 で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 に よ れ ば 、 被 検 体 の 腹 膜 機 能 が 低 下 す る 危 険 度 を 決 定 で
き 、 特 に 、 定 期 的 に 透 析 排 液 に 含 ま れ る マ ー カ ー の 量 を 本 発 明 に よ り 分 析 す る こ と に よ っ
て 、 腹 膜 機 能 の 変 動 等 を 判 断 し 、 例 え ば 、 治 療 方 法 等 の 変 更 に 反 映 す る こ と が 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 以 下 、 実 施 例 お よ び 比 較 例 に よ り 本 発 明 を 更 に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は こ れ ら に
限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 来 の Ｐ Ｅ Ｔ 検 査 に よ り 「 Ｈ ｉ ｇ ｈ 」 カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ た 患 者 ５ 名 、 「 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ
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ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ 」 カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ た 患 者 ２ 名 お よ び 「 Ｌ ｏ ｗ 」 カ テ ゴ リ ー に 分 類 さ れ
た 患 者 ３ 名 に 対 し て 、 腹 腔 内 に 透 析 液 を ８ ～ １ ２ 時 間 貯 留 さ せ た 後 、 排 液 を 行 っ た 。 腹 腔
透 析 の 排 液 ４ ｍ ｌ を 商 品 名 ア ミ コ ン ウ ル ト ラ ４ （ ミ リ ポ ア 社 製 ） に 注 入 し て ２ ３ ３ ０ ｇ で
２ ０ 分 間 遠 心 し 、 排 液 中 の タ ン パ ク 質 を 限 外 ろ 過 に よ り 濃 縮 し た 。 こ の 濃 縮 排 液 中 の タ ン
パ ク 質 濃 度 を 試 薬 （ 商 品 名 Ｄ Ｃ 　 Ｐ ｒ ｏ ｔ ｅ ｉ ｎ 　 Ａ ｓ ｓ ａ ｙ ： 日 本 バ イ オ ラ ッ ド ラ ボ ラ
ト リ ー ズ 社 製 ） を 用 い て 測 定 し た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ８ Ｍ  尿 素 、 ４ 重 量 ％ Ｃ Ｈ Ａ Ｐ Ｓ 、 １ 重 量 ％ Ｄ Ｔ Ｔ お よ び ２ 重 量 ％ 両 性 電 解 質 を 含 む 膨
潤 バ ッ フ ァ ー ３ ０ ０ μ ｌ に 、 タ ン パ ク 質 が １ ２ ０ μ ｇ と な る よ う に 前 述 の 濃 縮 排 液 を 懸 濁
し 、 サ ン プ ル を 調 製 し た 。 こ の サ ン プ ル を 等 電 点 電 気 泳 動 用 ゲ ル （ 商 品 名 Ｉ Ｐ Ｇ ス ト リ ッ
プ ゲ ル ： 日 本 バ イ オ ラ ッ ド ラ ボ ラ ト リ ー ズ 社 製 ） に 添 加 し 、 一 次 元 目 に 等 電 点 電 気 泳 動 、
二 次 元 目 に Ｓ Ｄ Ｓ ‐ Ｐ Ａ Ｇ Ｅ を 行 っ た 後 、 前 記 ゲ ル を 銀 染 色 し て タ ン パ ク 質 ス ポ ッ ト を 可
視 化 さ せ た 。 そ し て 、 二 次 元 電 気 泳 動 ゲ ル に お い て 可 視 化 さ れ た 電 気 泳 動 像 を 、 デ ン シ ト
メ ー タ ー （ 商 品 名 Ｇ Ｓ ‐ ８ ０ ０ ： 日 本 バ イ オ ラ ッ ド ラ ボ ラ ト リ ー ズ 社 製 ） に よ り コ ン ピ ュ
ー タ ー 内 に 取 り こ ん だ 。 図 １ に 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 透 析 排 液 を 用 い た 電 気 泳 動 像
の 一 例 を 、 図 ２ に 、 Ｌ ｏ ｗ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 透 析 排 液 を 用 い た 電 気 泳 動 像 の 一 例 を そ れ ぞ
れ 示 す 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 得 ら れ た 画 像 デ ー タ を 画 像 解 析 ソ フ ト （ 商 品 名 Ｐ Ｄ -Ｑ ｕ ｅ ｓ ｔ ： 日 本 バ イ オ ラ ッ ド ラ
ボ ラ ト リ ー ズ 社 製 ） に よ り 解 析 し た 。 そ し て 、 各 患 者 の サ ン プ ル を 使 用 し た ゲ ル 間 で 、 ス
ポ ッ ト の 分 布 か ら 同 一 と み な す こ と の で き る タ ン パ ク 質 ス ポ ッ ト を 認 識 （ マ ッ チ ン グ ） さ
せ た 。 マ ッ チ ン グ し た ス ポ ッ ト は ２ ８ ０ 個 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 続 い て 、 ２ ８ ０ 個 の ス ポ ッ ト に つ き 、 患 者 ご と に 排 液 中 濃 度 を 算 出 し た 。 こ の 目 的 ス ポ
ッ ト の 濃 度 は 、 各 ゲ ル に つ い て 、 「 目 的 の ス ポ ッ ト の 濃 さ 」 を 「 ゲ ル 全 体 の 濃 さ 」 で 割 っ
た 値 と し た 。 こ れ に よ っ て ゲ ル 間 に お け る 染 色 の 濃 淡 の 標 準 化 を 行 っ た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 各 患 者 の 排 液 に お け る ２ ８ ０ 個 の ス ポ ッ ト の 濃 度 か ら 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ 患 者 群 の 平 均
値 と 、 Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ － Ｌ ｏ ｗ 患 者 群 の 平 均 値 と を そ れ ぞ れ 算 出 し 、 こ れ ら を 比
較 し て １ ． ５ 倍 以 上 の 差 が あ る ス ポ ッ ト を 選 択 し た 。 さ ら に 、 選 択 し た ス ポ ッ ト の う ち 、
Ｈ ｉ ｇ ｈ 患 者 群 と Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ － Ｌ ｏ ｗ 患 者 群 と の 群 間 で ｔ 検 定 を 行 い 、 ｐ ＜
０ ． ０ ５ で あ る ス ポ ッ ト ９ 個 を 選 択 し た 。 こ の よ う に 二 段 階 で 選 択 し た ス ポ ッ ト は 、 Ｈ ｉ
ｇ ｈ 患 者 群 と Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ － Ｌ ｏ ｗ 群 と の 間 で 、 明 ら か に 排 液 中 の 含 有 量 が 異
な る ス ポ ッ ト で あ り 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー の 違 い を 示 す タ ン パ ク 質 で あ る と 考 え ら れ る 。 な
お 、 ス ポ ッ ト の ９ 個 の う ち 、 以 下 に 示 す よ う に 種 類 が 特 定 さ れ た タ ン パ ク 質 に つ い て 、 平
均 値 な ら び に ｔ 検 定 の 結 果 を 下 記 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 最 終 的 に 選 択 さ れ た ９ 個 の ス ポ ッ ト を ゲ ル か ら 切 り 出 し 、 公 知 の 方 法 （ 谷 口 寿 章 、 菊 池
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美 紀 「 最 新 プ ロ テ オ ー ム 解 析 プ ロ ト コ ル （ ３ ） プ ロ テ ア ー ゼ に よ る ゲ ル 内 消 化 」 細 胞 工 学
２ １ ： ５ ２ ４ － ５ ３ ４ 、 ２ ０ ０ ２ 年 ） に よ り ゲ ル 内 の タ ン パ ク 質 を ト リ プ シ ン 消 化 さ せ 、
得 ら れ た ペ プ チ ド 断 片 を Ｅ Ｓ Ｉ -Ｑ -Ｔ Ｏ Ｆ 型 質 量 分 析 計 （ 商 品 名 Ｑ -Ｓ Ｔ Ａ Ｒ ： ア プ ラ イ
ド ・ バ イ オ シ ス テ ム ズ 社 製 ） に 供 し た 。 質 量 分 析 法 （ Ｍ Ｓ ） で 観 測 さ れ た 「 親 イ オ ン 」 に
つ い て の 、 Ｍ Ｓ ／ Ｍ Ｓ 法 で 得 ら れ た 「 娘 イ オ ン 」 の ス ペ ク ト ル デ ー タ を 用 い て 、 コ ン ピ ュ
ー タ ー に よ る デ ー タ ベ ー ス 検 索 結 果 か ら 、 ア ミ ノ 酸 配 列 に 基 づ く タ ン パ ク 質 の 同 定 を 行 っ
た 。 こ の 結 果 、 ９ 個 の ス ポ ッ ト の う ち ４ 個 は 、 そ れ ぞ れ ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ
イ ン 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ 、 ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 と 同 定 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 述 の 二 次 元 電 気 泳 動 像 の う ち 、 こ れ ら ４ 種 類 の マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の ス ポ ッ ト 部 分 の
み の 画 像 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ は 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ カ テ ゴ リ ー 患 者 （ １ 検 体 ） と Ｌ ｏ ｗ カ テ ゴ リ ー
患 者 （ １ 検 体 ） に 関 す る 、 ４ 種 類 の マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の ス ポ ッ ト を 示 す 画 像 写 真 で あ る
。 図 ３ に 示 す よ う に 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ 、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 は 、 Ｌ ｏ
ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ － Ｌ ｏ ｗ 患 者 群 で 濃 い ス ポ ッ ト が 確 認 さ れ 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ
コ プ ロ テ イ ン は 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ 患 者 群 で 濃 い ス ポ ッ ト が 確 認 さ れ た 。 こ の こ と か ら 、 患 者 の 腹
膜 透 析 の 排 液 に つ い て 、 ロ イ シ ン リ ッ チ α ２ グ リ コ プ ロ テ イ ン 、 フ ィ ブ リ ノ ー ゲ ン ガ ン マ
、 Ｃ ４ ａ お よ び ア ル ブ ミ ン 前 駆 体 の 濃 度 を 確 認 す る こ と に よ っ て 、 Ｐ Ｅ Ｔ カ テ ゴ リ ー の Ｈ
ｉ ｇ ｈ 患 者 群 お よ び Ｌ ｏ ｗ 　 Ａ ｖ ｅ ｒ ａ ｇ ｅ － Ｌ ｏ ｗ 患 者 群 の い ず れ に 該 当 す る か を 評 価
で き る こ と か が わ か る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 の 腹 膜 機 能 マ ー カ ー を 定 性 ま た は 定 量 す る 分 析 方 法 を 利 用 す れ ば 、 排
液 試 料 を 使 用 す る の み で 腹 膜 機 能 を 検 査 で き る た め 、 従 来 の よ う に 透 析 排 液 だ け で な く 血
液 試 料 の 採 取 が 必 要 で あ っ た Ｐ Ｅ Ｔ よ り も 、 患 者 へ の 負 担 を 軽 減 し 、 且 つ 、 簡 便 に 検 査 を
行 う こ と が で き る 。 こ の た め 、 本 発 明 の 分 析 方 法 を 利 用 す る 検 査 方 法 は 、 従 来 の Ｐ Ｅ Ｔ の
代 替 方 法 と し て 極 め て 有 用 と い え る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 例 に お い て 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 透 析 排 液 に 関 す る
二 次 元 電 気 泳 動 の 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 Ｌ ｏ ｗ カ テ ゴ リ ー 患 者 の 透 析 排 液 に 関 す る 二 次 元
電 気 泳 動 の 結 果 を 示 す 写 真 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 前 記 実 施 例 に お い て 、 Ｈ ｉ ｇ ｈ カ テ ゴ リ ー 患 者 な ら び に Ｌ ｏ ｗ カ テ ゴ リ
ー 患 者 の 透 析 排 液 に 関 す る 二 次 元 電 気 泳 動 の う ち 、 本 発 明 の マ ー カ ー タ ン パ ク 質 の ス ポ ッ
ト 部 分 を 示 す 写 真 で あ る 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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